
めでぃかりニューす

衛生医療評議会は、自治労組織内議員の岸ま

きこ参議院議員と、医療職場の課題について意見

交換をはかってきました。

11月には、物価高騰による厳しい病院経営の現

状や、へき地・離島の人材確保、診療報酬による

賃上げの継続等の課題を伝え、国による支援の

必要性を訴えました。

自治労衛生医療評議会
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衛生医療評議会と
意見交交換重ね

公立・公的医療機関の交付金単価見直しについて質す

岸 まきこ
組織内参議院議員

右から逢坂誠二衆議院議員、岸まきこ参議院議員、鬼木まこと参議院
議員。11月14日、自治労本部と総務省・厚労省との意見交換にて

12月17日の参議院総務委員会において、岸さんは補

正予算に関連して「公立・公的病院の経営が厳しく診

療報酬改定を待てない状況。物価・人件費高騰に伴い

、各種交付金単価を上げられないか」と質し、総務省

から「人勧を踏まえて公立病院の特別交付税単価を引

き上げる予定」という回答を引き出しました。現時点で

は交付金の金額は明確になっていませんが、医療現

場の問題について意見交換を重ねてきたことが委員会

での発言につながっています。

岸さんは北海道の出身で、地域医療を支える公的・公

立病院の重要性を実感しています。衛医評はこれから

も現場課題を訴え、政策への反映を求めていきます。

◆衛医評と国会議員との主な意見交換◆

11月４日：岸 まきこ 参議院議員

11月７日：鬼木まこと 参議院議員

11月12日：逢坂 誠二 衆議院議員

11月14日：自治労本部と組織内国会議員

による関係省庁との意見交換

12月３日：長妻 昭 衆議院議員

中島 克仁 衆議院議員

まずは現場実態を伝えることから！

総
務
委
員
会
で
発
言
す
る
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

看護問題対策委員会と意見交換を行い要望を手渡す（11月4日。右下写真も同）



■ 地域医療セミナー
日 時：2025年２月22日(土)13時開始 ～ 23日（日）13時終了
場 所：TOC有明（東京都江東区有明3丁目5-7）
テーマ：「地域医療構想の現状と2040年にむけた今後の展望」

■ 第３回レベルアップ講座（オンライン）
日 時：2025年３月（調整中） 13～16時
テーマ：人材育成について（仮）

■ 第４回レベルアップ講座（オンライン）
日 時：2025年４月25日（金）13～16時
テーマ：組織強化について（仮）

今 後 の 日 程

地域医療セミナーを開催します！(2025年２月)
2025年2月22（土）～23日（日）にかけて、東京・TOC有明にて地域医療セミナーを開催します。テーマ

は「地域医療構想の現状と2040年にむけた今後の展望 ～医療現場の人材育成と労働環境改善を

考える～」 。初日の全体会はZoom併用、2日目の分科会は①看護師、②医療政策、③コ・メディカル

の３つを対面形式で開催します。全国の仲間と交流できる機会ですので、ぜひご参加ください。

※ 参加をご希望の方は、ご所属の組合を通じてお申込みください。

自治労組織内
参議院議員
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組合員アンケートにご協力ください
衛生医療評議会は、衛生医療職場で働く組合員の課題を把握し、対策をはかるため、組合員むけ

のアンケートを実施しています。

今年はカスタマーハラスメントに関する設問が加わっています。

所要時間はおよそ5分です。ご協力をよろしくお願いします。

ご案内

地域保健・精神保健セミナーを開催しました 報告

「『生きる』を支える活動」をテーマに、東京・TOC有明にて開催しました。ウェブ・会場合わせて約300人

が参加しました。初日の全体会では「健康日本21（第三次）の推進について」、「認知症とどう向き合う

か」について講演を行ったほか、組合員による現場報告は、長野県立病院の滝澤直樹さんが「能登

半島地震におけるDPATの活動」、福島県職労の

二瓶正則さんが「災害時のペットの課題と対応」に

ついて行いました。

2日目は、地域保健、精神保健、カスハラ対策の３

つの分科会に分かれ、それぞれ講演や現場報告、

グループワークを行い、情報・意見交換を通して

参加者同士の交流を深めました。
じちろうホームページもご参照ください


